
会 議 概 要 書

審議会等の名称 平成 29 年度第 1回磐田市民文化会館等運営委員会 

担 当 部 課 名 自治市民部 文化振興課 

会議の開催日時 平成 29 年 8 月 30 日（水）午前 10 時 00 分から午前 11 時 00 分 

開 催 場 所 磐田市文化振興センター3階 視聴覚室 

出席者  

（職・氏名） 

○学識経験者 ４名  ○市民の代表者 ２名 

○市議会議員 ２名  ○副市長    以上９名 

議    題 

① 平成 29 年度磐田市文化芸術振興計画実施計画について 

② 磐田文化振興会事業について 

③ 磐田市文化芸術振興計画について 

配付資料等の 

件  名 

・ 会議次第 

・ 運営委員名簿 

・ (資料 1)平成 29 年度磐田市文化芸術振興計画実施計画 

・ (資料 2)平成 28 年度磐田文化振興会事業実施結果 

・ (資料 3)平成 29 年度磐田文化振興会事業計画 

・ (資料 4)第 2 次磐田市文化芸術振興計画（案） 

・ (資料 5)第 2 次磐田市文化芸術振興計画 概要版 

概    要

【会議内容】 

① 平成 29 年度磐田市文化芸術振興計画実施計画について 

② 磐田文化振興会事業について 

③ 磐田市文化芸術振興計画について 

 資料に基づき説明 

（主な質疑応答） 

委 員：磐田文化振興会事業について、平成 28 年度実施の東京

フィルハーモニーの予算案と実施結果の差の理由は。 

事務局：予算案は過去の実績を基本ベースとして算定している。

今回、収入額が収入予算額を大きく上回ったことについ

ては、平成 26 年からの 3 ヵ年計画の成果が出たものだ

と思っています。 

委 員：磐田文化振興会事業について、今年からの新たな取り組

みはあるか。 

事務局：ダンスエボリューション 5周年事業として、初のプロイ

ベントの開催を予定している。また、教育委員会と共催

し、磐田市小中学生対象に演劇鑑賞会の実施を予定して

いる。 

委 員：市内小中学生とは、全生徒対象か。 

事務局：市内小中学生の希望者対象です。 

委 員：磐田市文化芸術振興計画では、“創造”をどのように捉

えているか。また、地域の文化芸術活動の支援とは、生

活文化を含んでいるか。 

事務局：鑑賞事業だけでなく、“つくっていく”ことの意味を込

めて創造という言葉を使用している。また、本計画は、



芸術文化に主眼を置き、生活文化、伝統文化も計画の範

囲としている。 

委 員：芸術文化、生活文化、伝統文化の重なる部分について、

説明してほしい。 

事務局：文化の境目は、曖昧である。生活文化であれ、本人が芸

術文化と思い取り組んでいる場合もある。 

委 員：磐田市文化芸術振興計画の方針３「感動の創造を支援す

る」、方針４「感動をまちに広げる」について、具体的

な事業例は。 

事務局：方針３について、ダンスエボリューションのワークショ

ップ等、市民がともに創造することができる参加型事業

を展開している。方針４については、いわた音楽まちめ

ぐり等、観光との連携や、歴史的建造物を活用したコン

サートです。文化芸術を介した相互理解による多文化共

生の推進については、今後 10 年間で発展することを期

待しています。 

委 員：磐田市文化芸術振興計画に記載の“公益文化芸術活動”

とは。 

事務局：主に、施設利用に対する助成などです。 

備    考


